
2001 千葉大学（理系）前期日程  問題 

 －1－ 

１                            解答解説のページへ 

a, b を整数とする。3 次関数 bxaxxx 2)( 23 ++=f が, 0＜x＜2 の範囲で極大値と

極小値をもつとき, a, bの値を求めよ。 
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２                            解答解説のページへ 

2次正方行列 ÷
ø

ö
ç
è

æ=
dc

ba
A (a, b, c, dは実数)に対して, 実数 )( Af を daA +=)(f で

定義する。これについて性質 

)()()( BABA fff ±=± （複号同順） 

は証明なしで使ってよい。 

(1) 2次正方行列 A, Bに対して, )()( BAAB ff = を証明せよ。 

(2) 2次正方行列 P, Qが QPPQP -= を満たしているとする。このとき 0)( =Pf を

証明せよ。 

(3) (2)の Pに対して, 0)( 2 =Pf を証明せよ。 

(4) (2)の Pに対して, ÷
ø

ö
ç
è

æ=
00

002P を証明せよ。 
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３                            解答解説のページへ 

Cは, 2次関数 2xy = のグラフを平行移動した放物線で, 頂点が円 1)2( 22 =-+ yx

上にある。原点から C に引いた接線で傾きが正のものを l とおく。このとき, C と l

の接点の x座標が最大および最小になるときの Cの頂点の座標をそれぞれ求めよ。 
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４                            解答解説のページへ 

a, bを実数, eを自然対数の底とする。すべての実数 xに対して baxex +≧ が成立

するとき, 以下の問いに答えよ。 

(1) a, bの満たすべき条件を求めよ。 

(2) 次の定積分 ò --
1

0
)( dxbaxex の最小値と, そのときの a, bの値を求めよ。 
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５                            解答解説のページへ 

iを虚数単位とし, 複素数 zに共役な複素数を zで表す。 

(1) aを実数の定数とする。条件 ))((1 zziaz -+=- を満たす複素数平面上の点 zの

全体が直線であるとき, aの値を求めよ。 

(2) 実軸上にない複素数a に対して, 3 点 a,1,0 を通る複素数平面上の円の中心を

bとする。このとき, bをa とa を用いて表せ。 

(3) ba , を(2)の複素数とする。点a が(1)の直線上を動くとき, 
a
b
は一定であるこ

とを証明せよ。 

 


